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高原隆明キ・堀輝三料: プラチモナスとブラシノモの

シスト形成と発芽について

Takaaki KOBARAネ andTerumitsu HORI**: On the formation and 

germination of cyst in Platymonas and Prasinocladus (Prasinophyceae) 

プラシノ藻綱 Prasinophyceaeに属するプラチモナス属 PZa砂monasとプラシノモ属

Prasinocladusは生活史のある時期に厚膜シストを形成することが知られている1，9，11)。

しかし厚膜シストの形成過程と発芽過程の詳細については全く報告がない。

筆者らの研究室では，数年来本邦産プラシノ藻類，特にプラチモナス属とプラシノモ

属のメンバーの実態を明らかにし，分類や分布についての基礎的知見を得る目的で，本

邦沿岸の各地で採集を行い，実験室で分離・培養を行ない，形態学的および細胞学的研

究などを行なっている。この間にわれわれはしばしばシストの形成を観察した。そこで

われわれはこのシストについて興味をいだきその形成と発芽について簡単な実験と観察

を試みた。以下に得られた知見を報告する。

材料と方法

使用した材料はプラチモナス属の二種，PZatymonas spp.とプラシノモ属の二種，

Prasinocladusωcusと P.marinusである。培養はフ。ラチモナス用の液体培地14)また

は 1.5%寒天培地を使用した。培養は 150Cに制御した恒温培養庫中で行ない，照明は

16時間明期-8時間暗期で 20W昼光色鐙光管を用い，照度を 1，500-2，000luxとし

た。培養容器には 300mZの三角フラスコを使用し，エアーポンプによる通気を行なっ

た。

観察結果

プラチモナス属の二種では栄養細胞は遊走性である (Fig.1A-1， Fig. 2A)。分裂は

一般に遊走細胞が基物に付着 (Fig.1A-2)して鞭毛を捨て固着 (Fig.1A-3)した後

に起る。なお細胞柄の伸長はない (Fig.lA， 8)。分裂した娘細胞は鞭毛を形成し母絢胞

の外皮鞘 (theca)の裂け目から泳ぎ出て再び遊走期の状態にもどる。
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Fig. 1. Figures showing three types of the formation of cysts and their g町 四inationfound in the 
Prasinophyceae. A. Platy畑 O脚 sspecie9， B. Prasinocladus as，四九 C.Prasinocladus marin出・

一方，プラシノモ属の二種では一般に体細胞は外皮鞘を伸長させて細胞柄を形成する

(Fig. 1B-3， lC-3)。細胞分裂は通常このように固着の状態で細胞柄をもっ時期に起

る (Fig.1B-8， lC-8). 1個の母細胞から 2-8個，時にはそれ以上の娘細胞が形成

される。分裂した娘細胞は遊走細胞となり，細胞柄の先端部にできた裂け目から泳ぎ出

るか，あるいは，外皮鞘内に留まり，さらに細胞柄を伸長させるとともに分校をつくり，

樹枝状群体を形成する (Fig.lB-9， lC-9， Fig. 2B). P. ascusにおいては，娘細胞

は細胞柄を伸長させないで母細胞の細胞柄内に一時的にとどまることもしばしばみられ

る。いずれの場合にも娘細胞はやがて遊走細胞となって細胞柄の先端の裂け目から泳ぎ

出る (Fig.lB-l， lC-l)。遊走期は比較的短かい。 PARKE & MANTONによると P.

仰 がnωの遊走時聞は通常30分以内とされている。遊走細胞は基物に固着した後，細胞

柄を伸長しはじめる。

ところでプラシノモ属の二種の遊走細胞は寒天培地上で培養すると，固着後において

も細胞柄を形成することなく，分裂をくり返す傾向がある。同様のことは液体培地でも

みられることがある。

漢の増殖が最盛期をすぎると両属四種の細胞内に頼粒物が蓄積し始める。この時期に

培養容器を 25・Cに制御した恒温培養庫中に移し約2週間静置すると，プラチモナス属
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の二種では外皮鞘内で，プラシノモ属の二種では細胞柄内でそれぞれ細胞が球状化する

(Fig. 1;"-4， 1B-4， 1C-4)。その後外皮鞘と細胞柄はとけるように消失し，静置後4

週間-8週間で， この球状化した細胞は厚膜化する (Fig.1A-5， 1B-5， 1C-5， Fig. 

2C)。膜部の厚さは 0.3-0.4μmに達し，時に肢の表面に長さ約 0.4μmのとげ状突起

が多数みられる(者i矧E構造的観察については HORI& CHIHARAol参照)。これは“厚膜

シスト"が成熟した状態と考・えられる。厚膜シストは 6月-9月の時期に培養容器を室

内に放置することによっても形成される。プラチモナスやプラシノモは，関東地方の沿

岸においては，冬~春に出現し，耳には消失する。上記の観察結果;から判断すると，こ

れらの渓類は，消失H寺期には，多分この状態で存在するものと思われる。

このようにしてできた厚膜シス トを新鮮な培地に移し，前記の崎養条件にもどすと プ

ラチモナス属の二種およびプラシノモ属の二積ともに，シストの内部で分裂が起り 4

個の娘細胞が形成される。各娘細胞は互に分離することなく， ff~~苦[1のさらに内側lに存在

する薄膜につプつまれた状態で培地中に放出される (F】g. 1A.-6， 1B-6， lC-6， Fig. 

2D)。この時期には各細胞はすでに 4本の鞭毛をそなえ，薄膜内部で動いている。この

9色

Fig. 2. A. Swarmer of Platymollas sp.; B， Dendroid colonial form of PrasilLocladus 1uari1Ul.S; C. 

Thick.walled cyst of P. marilllls; D， Cyst of P. 11lan'nus from which four daughter cells beiog 

liberated. Note four daughter cells liberating as a mnss enclosed in a thin hyaline.like envelope 

through an aperture formed in the thick wall of the cyst. A. xお∞;B. x300; C. x4ぽ均; D. 

x認∞.
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薄膜はまもなく破れて 4個の遊走細胞は離れて泳ぎ出す (Fig.lAー 7，1B-7， lCー 7)。

少数ながら厚膜シスト内に 8個またはそれ以上の娘細胞の形成を見ることがある。この

場合には厚膜シストの径は大きい。娘細胞の形成から放出にいたる過程はシストを新鮮

な培地に移してから48-72時間以内で完了するのが普通である。

現在までのところフ。ラチモナス属およびフ。ラシノモ属では有性生殖は知られていな

い。本観察においても，生活史のいかなる時期にも有性生殖を示唆するような 2細胞の

合体はみられなかった。

考察

従来プラチモナス属 Platymonasとプラシノモ属 Prasinocladusとを区別する第一

義的な形質は，固着期において細胞柄をもつかもたないかにあったμ 町。ところが

P ARKE & MANTON10)はプラチモナス属の一種 P.convolutaeを研究した際に，稀では

あるがこの穫がプラシノモ属にみられるような細胞柄を形成することを観察した。千

原2)もカナダのヴァンクーノ?ー産のフ。ラチモナス属の一種 Platymonassp.で同様の観

察をしている。これらの事実は，細胞柄形成能の有無という属性が，両属を分類する際

の第一義的な基準形質になり得ないことを示している。 PARKE & MANTON10) による

と，P. marinusとプラチモナス属の遊走細胞とは光顕的にピレノイド構造の相違によ

ってのみ区別できるという。この点に関して， MANTONら8・9)はさらに詳しい電顕的観

察も行なっており，両属の細胞内の微細構造上の相違点をいくつか明らかにした。最も

顕著な特性は核と葉緑体の特異な形態とそれらの位置関係である(詳しくは堀・千原日

参照)。ところが最近プラシノモ属の他の一種，P. ascusを調査した CHIHARA& HORI8)， 

HORI & CHIHARA7)は，その微細構造上の形質は，両属をわける基準として必ずしも有

効でないことを明らかにしている。

厚膜シストの形成および発芽過程に関して得られた本観察の結果は，やはり両属の聞

に何らの本質的な相違のないことを明らかにしている。この所見はプラチモナス属とプ

ラシノモ属が極めて近縁な分類群であるとする見解にさらなる根拠を与えたものといえ

よう。

稿を終えるにあたって，有益な情報を提供して下さった筑波大学生物科学系教授千原

光雄博士に感謝します。なおこの研究では日本学術振興会による日米科学協力研究檎助

金 5R052(代表者千原光雄)の一部を使用した。記してお礼申上げる。

Summary 

The prasinophycean algae have long been known to produce a thick-walled 

cyst， though the process of cyst formation and germination has not been revealed as 

yet. In the present paper， the detai! of the process is described for the五rsttime. 
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Some taxonomic discussions on the Platymonas-Prasinocladus complex are als() 

presented on the basis of the results obtained. 
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